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区 分 昭和40年度 昭和45年度
処理区域人口 64，231千人 84，694 千人
1排人 1出日当窓り 695 • 909 民
ごみ総排出量 <1日 (10{0予岳¥ 7t6/.9日98 (0事品0〉44.522 (100 ) 
焼 主P 16，896 (37.9) 42，559 (55.3) 
言十
埋 立司 17，659 (39.6) 25，715 (33.5) 
画




( 0.0) 36 
盆
飼料 ( 0.6) ( 0.1) 252 96 
その他 966 ( 2.2) 945 ( 1. 2) 
自家処分 7，424 (16.7) 7，099 ( 9.2) 
( 29 ) 
表2 尿尿処理の状況
(環境白書. 5，47， 48年版より政粋)
区 分 40年度 45年度
処理区域人口千人 64，231 84，694 
(対総人口比)(財) (65.4) (82.5) 
義人|公開千人 6，015 10，930 
化口尿尿浄化情千人 6，301 10，417 
非水洗化人口千人 51，915 63，347 
非水洗化人口に対 Kl/日 (%) Kl/日 (%) 
するくみ取尿尿総量 70，949 (1∞) 91，ω1 (100 ) 
言画十
下水道に投入 5.503 ( 7，8) 4，170 ( 4，6) 
原尿処理施設 28，045 (39.5) 60，137 (66.0) ~:X: 
集 農村還元等 13，466 (19.0) 4，532 ( 5.0) 
盈 t毎j学投棄 14，179 (19.9) 13，622 (14.9) 





















後者をB!t!ll.或とした2地域に分けて集計した。.3 アンケートの回収率 (%) 
ごみ処間服 '*尿処理施設
送付歓 回答数 回収率 送付数 回答数 回収率
大阪府下 24 13 54.2 29 15 51. 7 
京都府下 22 9 40. 9 11 5 45.5 
兵庫県下 78 28 35. 9 36 10 27.8 

































A地減 450-1180g， 平均 666g





収集量は A地域 459-1405g， 平均 758.6g










事正 80 事誕 80 











































( 30 ) 


































野積みすることがときどきある 14 . 
野積みにすることは全然ない 31 







無修理I! 7施設， 1図修理 19施設
2回修理 7施設， 3回以上修理 3施設






































C+M… ・… ・・・・……………ー …・・…・・l 
S (スプレーか水際式)……....・H ・..3
金網+S.......…・…・・・-…・……8































ガス 1Nniあたり水 O.2i(ガス温度を 300tとすれば































中和 ・炉過…………...・H ・...…..・M ・.1 


























4 )計画処理盆算定の適正化・・-…...・H ・..… (1件)
5)排水処理設備の高性能化……・…H ・H ・..(1件)
6)焼却前のごみ選別・H ・H ・-….・H ・..・H ・..(1件)





























比の革E闘 -1.0 -1.2 -1.5 1.5-
A地域 3 5 5 2 
B地域 1 5 2 4 





































































消化 .i首位汚泥 15 5.8 0.14 1.7 
消化・散布炉床 3 1.0 0.41 0.75 
金 駿化 3 1.9 1.5 1.7 
化学 3 2.0 0.5 1.0 
消化 ・活性汚泥方式の15飽設の僧容f誌の分布(;1:
0.7日分未満 :41i量殺 0.8-1.5日分 :6施設












消化 -活性汚泥 15 7.4 0.4 2.2 

































処理方式~設主主 最大 最小 平均
活性汚泥 11 13.4 3.5 8.7 
全酸化 2 9.7 3.9 6.8 











( 34 ) 
消化・活性汚泥 12 5.5 1.9 3.4 
消化・散布炉床 3 2.6 2.2 2.5 
全般化 1 4.1 

































































非常にきつい o (<牛 Of牛
かなりきつい 9 2 
少し臭い程度 13 21 
ほとんど感じない 5 5 
























































4回/時未満 :61i量殺; 4-8回/時 :6o革設












水洗のみ:7 アルカリ洗滅 :2 
塩素処理:4 燃焼処理 :4 
樹脂吸着:3 活性炭吸着 :2 
エアーウィック:1 脱臭せず:4 
























































































































( 37 ) 
おわりに
専門家でない録者らの銅査結果や見解に的はずれな点
があるかも知れない。ご指摘やご比判をいただければ幸
いである。
なお調査にあたっては，大阪府，京都府，兵庫県の行
政担当者，研究者.および処郡湯の現織担当者各位から
手厚いご鐙助と食重~ご教示存いただいた。心からなる
感謝の意を表する。
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